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図表 1　共有結合性のネットワーク物質の例
参考文献1、2、3、27、29）を基に科学技術動向センターにて作成

























































































































することが見出されている 3 ～ 6）。
そもそも 1994 年から米国の Slack
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た。しかし、熱電モジュールを作

























である 1、16 ～ 18）。
　また、別途、新規に見つかった
ホウ素クラスター化合物のうち、




















































ク ラ ス レ ー ト 化 合 物 の 構 造 を
A8W46 を例に図表 8 に示す。化学
式中 A はアルカリ金属やアルカリ
土類金属、W は骨格を形成する
Si、Ge、Ga や Sn などの原子である。
図表 8 のように面を共有してカゴ
を形成する W20 の 12 面体、W24 の
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